
『坂の上の雲』のまち松山

問い合わせ／坊っちゃん列車は伊予鉄道鉄道部

　
　
　
　
　
　
　
ま
た
、毎
年
11
月
３
日

に
、大
街
道
３
丁
目
ま
ち
づ
く
り
委
員
会
の

主
催
に
よ
り
開
催
さ
れ
る
城
山
門
前
ま
つ
り

で
は
、ロ
ー
プ
ウ
ェ
ー
街
を
車
両
通
行
止
め

に
し
て
、県
内
の
産
直
特
産
物
の
販
売
の
ほ

か
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
て
い
る
。

番
町
小
学
校
に
は
、若
き
日
に
句
作
の
た

め
箱
根
を
旅
し
、わ
ら
じ
の
紐
を
結
ぶ
子

規
旅
立
ち
像
が
あ
る
。ま
た
、全
国
で
最

初
の
子
規
派
の
地
方
結
社
で
あ
る「
松

風
会
」（
し
ょ
う
ふ
う
か
い
）は
当
初
、松

山
高
等
小
学
校
教
員
が
会
員
だ
っ
た
こ

と
も
あ
り
、跡
地
で
あ
る
番
町
小
学
校

校
門
付
近
に
松
風
会
ゆ
か
り
の
松
山
高

等
小
学
校
跡
碑
が
立
て
ら
れ
た
。

秋山家は江戸時代から現在地の歩行町に家を構
えていた。秋山兄弟の生家は4部屋と土間、台所
の質素な家だったという。復元された生家には、関
係資料を展示し、兄弟の銅像もある。隣には常盤
同郷会の武道場があり、好古の誕生月である１月
（誕生日＝1月7日）には稽古始や餅つき大会、真
之の誕生月である３月（誕生日＝３月20日）には高
校生スピーチや琴演奏会などを開催しています。

堀之内と松山市駅を結び、市内で最も
広い道路の幅を持つ花園町通りが無
電柱化や道路空間の再配分により、平
成29年9月23日にリニューアルした。

花園町通り
「歩いて暮らせるまち松山」の
新たなシンボルロード

はなぞのまちどおり

坊っちゃん列車ミュージアム（入場無料）
松山市駅から東側に徒歩3分

坂の上の雲ミュージアム

煙をはき、汽笛を鳴らし、タイムスリップしたかのよう

9時～17時（入館は16時40分まで）　　無休　　20台

松山市花園町　　松山市駅から徒歩5分

電停市役所前から徒歩2分

10～17時

し
き
き
ゅ
う
て
い
あ
と

子
規
旧
邸
跡

子
規
の
生
い
立
ち
の
家
跡

小
説
で
は
、中
ノ
川
は
川
幅
が
２
ｍ
あ
り
、水
が
飲
め
る
ほ
ど
に

美
し
く
、子
規
の
正
岡
屋
敷
は
南
側
の
生
垣
を
こ
の
流
れ
に
映

し
て
い
た
と
記
さ
れ
て
い
る
。現
在
、中
ノ
川
通
り
の
中
央
の
緑

地
帯
に
は
、子
規
が
２
歳
〜
17
歳
で
上
京
す
る
ま
で
過
ご
し
た

住
居
跡
碑
が
あ
り
、そ
ば
に
は
子
規
の
歌
碑
も
立
つ
。

えんこうじ

円 光 寺
名僧・明月がいた寺
銀天街にある寺。書に勝れた明月（めいげ
つ）は7代目住職で、明治29年、明月上人
の百回忌にあたり、子規が句会を催した。
「風呂吹を喰ひに浮世へ百年目　子規」

しきたんじょうちあと

子規誕生地跡
子規が生まれたところ
慶応３年（１８６７）、子規は正岡常尚の次男として花園町のこの地に生まれ
る。通称のぼる。翌年、湊町新町に引っ越した。母・八重は、子規の赤ん坊の
時のことを、丸い丸い顔で鼻が低い低い妙な顔と話していたという。花園
町通りのリニューアルに伴い俳句ポストを設置。

正宗寺境内に復元されている子規の生い立ちの家の一部。当時を彷彿とさ
せる勉強部屋には、遺墨、遺品が展示されている。小説の中で、中学3年の少
年が書斎を持っているとは、といって真之が驚いた。境内には子規の埋髪塔
や内藤鳴雪の髯塔、虚子の筆塚、ほととぎす発行6,000号記念の句碑、坊っ
ちゃん列車の客車などがある。愛媛県指定史跡

明教館は文政11年（1828）、11代藩主松平定通が二番町に藩士
の文武稽古所として建てた藩校の講堂。好古は七つで入ったと
記され、近代教育の重要な遺構である。昭和12年（1937）５月に
松山東高校敷地内の現在地に移築された。隣接する東高校史料
館には、子規・漱石・秋山兄弟・虚子・碧梧桐・加藤拓川・水野広徳ら
の書や手紙などを展示。多士済々の卒業生・ゆかりの人物たちの
作品が見られる。同校は坊っちゃん文学賞を受賞した『がんばっ
ていきまっしょい』の舞台にもなった。愛媛県指定有形文化財

※

見
学
は
事
前
予
約
が
必
要


